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要約

本論文は，中央大学学友会体育連盟(以下，体連)に所腐Tる学生を対象に， (J)体連

の学生の競技種目ごとの1主役i設の意識や行動，飲酒・喫;賦睡眠の特徴，� (2)飲酒・喫煉，

婚阪が競技・部活動に与える影響，同部長との関係が競技・部活動に及ぼす影響，� (4)友

人との関係が大学生活に及iます影響を検討すること安沼的とした.体連の学生778名� 

649名，女129名)を対象とした質問紙譲査から，次のことが碗らかになった.� 

1) 	 f混入競技種尽の学生は喫嬢E容が低く，食後活が主義郎JlEしい傾向にあり，身体管理

に注意をしている学伎が多かった.欽湾に関しでは，競技事誌に特別な差異は認めら

れなかった，� 

2) 	 学年が進むほど喫;機準は上がり，量も増えていた.喫爆者は非喫煙者に比べて身

体的ストレス・精神的ストレスを多く感じ，進路ストレッサーも強く感じていた.

非喫煙者の方が食生活に配慮し，高校時代よりも現夜の部活動を肯定的に捉えてい

た.食生活に関しでは，食生活規費目群(朝食を毎日食べ，夜食を食べない)は，食

生活不幾溺若手(朝食会食べない日・夜食を食べる臼が滋� 38以上}よりもストレス

が少なく，意欲的主主綴向にあった.� 6雲寺湾-8雲寺掲のj幾度な縁護主雲寺跨をとる学生が，

ストレスが最も少なかった.� 

3) 部長が練習や試合にJtに来てくれるのは部会体の43.1%，学業や就職の相談に粂

ってくれるのはお.6%だった.部長が積極的に関わっている部ほど，充実した部活

動を送り，ストレスが少なく，有意義な学生生活安送っていることがわかった.� 

4) 	 友人関係に恵まれている者ほど，満足のいく大学生活安送り，心理的ストレスが

低く，勉学ストレッサーや寮生活ストレッサ…の経験も少なかった.

以上のことから，食会た活・喫煙・縫畿は体速の学生の健康管理や運動能力の発機とい

う笛で重要であり，そして，務長や友人との関係が部活動や大令。生活のあり方を線本か

ら支える役訟を主義たしているといえるであろう.
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目的

われわれは 1997年度以降，体速に所属する学生を対象にして，大学生活への適正弘通較に関

する衰艶紙謂査を実擁してきた.

最初の毛塁手獄は，体壌の学生と一般学生を比較検討することを主な話的として誘査を実捜し

た参者五筑ら (1998，1999ラ 2∞0，2001)は，体遺の学生が身体的不講に諾する心理的ストレスを強

く惑ム部活動?のa絡みや学潔ょの議みに障するストレッサーを受けていることを明らかにした，

このよう にもとづいて，次の 4年揮では，体連の学生の生活に期した

に焦点をお した.都筑ら (2∞'2) によれば，競技成嬢{レギュラーとし

合出場や ど)や競技稜毘{寵人競技・対人競技・集由競技)によってスト

レスの感じ方に濃いがあった.都筑ら (2003)は，競技成績の伸び・停i替が，ケガや病気に対

する不安の感じ方，ストレス・ストレッサー，学業生活に影響することを明らかにした.ま

た，指導者が練溜の場聞に来てくれるかどうかがストレス・ストレッサーに関連すること，

導者との関係は上級生との関係のあり方と関連することもわかった.都筑ら (2∞4) ，丸

種目によっ ることを明らかにした.また，

性を認識し， J議切な している学生は，高いモチベーションをもって積極的 

動や競技に取り級み， ι競技を続けて成績・記録を伸ばしていきたいと

向にあることも明らかになった.

これまでに 7 を実施して，上述のように多くの知見を得てきたが，次の点は

まだ取りょげられてこ た;重婆な視点である.第 11ま，都筑ら(お04)が検討し

の意識や作動の分析に鍛えて，飲j 観民の実態を9滋爵や喫懲'繕I 併宇せて分析することによつ

の学5 逃盆ごしている主生主j生主がj 話き金殺のありようが蔀詰動や大学生活に友;誌ます豪霧手響令号境耳らか;にこできる

と考えられる.第 2'丸都筑ら  (2003)が検討したきB活動における指導者との諮係以外にも，

部長との熊採は指導者との関係とは違った意味で大きな影響力をもっと考えられる，また，

学生活での友人との関係は，部話動法外における大学生活の過ごじ方に大きな彰饗をもっと

えられる.

以上のことから，本論文では， (1)体連の学生の競技種呂ごと 飲酒・

喫壊，臨践の特機， (2)飲酒・喫煙，睡眠が競技・部活動に与える影響， との関係が競技・

部活動に及 (4)友人との関係が大学生活に及ぼす影響を検討することを閥的とする.

(都筑
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方法

調査内容

紫関紙の内容は， c会フェースシート，多大学生活についての意識，③寮生活，寄金生活，⑤

心葬身宇の適吃 

C 活舌動の差異〈は色ち高校と大さ学戸の部i 1. 2年生のみ入事競技ストレッサーの経験と感じ方，

活動内の対人擦係(指導者，部長，上級生との関係についての意識)，議友人との関係，。高

校時代と大学での部活動についての感じ方の議い，⑫ケガや病気の有無やそれらについての悩

み，議競技に対する今後の希望，⑭部活動についての自己評悟，参卒業後の滋路希望，容取得

上手{立数 (2年生以上)であった⑥， @~舎の繋問項目は，都筑ら(抑04) と同じであっ

た.⑦部長との関係のみ人⑩は今回新しく作成した質問項目である.

議去を対象

体連の学生 778~ (男子 649名， 129名).内訳は 1年生 198名〈努 164名，女 34名λ 

2年生 194名{努 162名，女 32名)， 3年生 202名(努 170名，女 32名)， 4年生 184名(輿 153

名，女 31名)である.

また，これまでの誘党と悶様に，競技議髭によって，傭人競技〈陸上，水泳，ヨット，馬

術，弓道，スキー，女子陸上，自転車，君主蚤挙，射撃，ゴルブ)，集団競技(硬式野球，ハン

ドボール，バレ…ボール，準硬式野球，サッカー，ラグピー，ボート，アメリカンフットボ… 

Jv，女子ラクロス，ソフトボール，フィールドホッケー入対人競技(棺撲，ソフトテニス， 

z示、クシング，レスリング，卓球，硬式庭球，フェンシング，柔滋，愛IJ道，バドミントン，日本

女子卓球，空手，合気道)に分類した.

調査手続

学友会および各部の部長，監督を通して謙ままへの協力を依頼し，各部のマネージャ…から調

会配布してもらって蔀ごとに調査を実施した‘

調査期間  

2∞4年 7月
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結果の整理

ストレス

都裁ら(1999)によって� 6悶子から成ることが機認されているストレス尺度� (35項13)の

中から，精神的不安，身体的ストレス，苔定的感情，身体的不調，対人的孤立，情意減退の国

子ごとに調子負荷量の高いものを� 3項日ずつ選ぴ， を算出した，

ストレッサ一

都筑ら� (2002)のストレッサー尺痩からストレッサー全般の悶予を除き，勉学ストレッサ

ー，能力適性ストレッサ…，寮生活ストレッサー，対人関係ストレッサ…の� 4因子ごとに合計

点を算出した.

{都筑

結果と考察� 

1. 競技糧自とさ主活習慣� 

震に撰する'1つを独立変数として，生活環3競技韓日別に鋼人競技，対人競技，集由競技の

煙，飲酒，朝食，夜金，羅眠の� 5項容について検討した.� 

1-1 学年別の喫壇の実態

寮生活をしている体連の学伎を対象に喫鍾の実態を表l寸に示した.学年をクロス集計し，� 

f検定をした結乳有意差が見られたは2(3) 13.0l， p<訓).さらに残葉分析をしたとこ芝公� 

ろ，� 1年生においては期待値よりも非喫煙者数が多くゆくβ1)，喫媛者が少なかったゆく.Ol).

そして� 4年肢では期待犠よりも非喫壊者が少なく� (pく.05)，喫煙者が多かった� (p<.05). 1 

は非喫;理者が多い一方で，� 4年生では喫;親者が有意に多いという結巣となった.また，� 

1-1に見られるように，喫煙率は学年が上がるにつれて高くなっている.

表ト1 学年別喫燦者数{入〉� 

l年� 2年� 3年� 4年

タバコを吸わない� 163 (83.6 %) 14号� (79.3%) 141 (72.3%) 125 (的.4%) 

タバコを吸う� 32 (16.4%) 39 (20.7%) 54 (27.7%) 55 (30.6%) 

内は学年内の総合
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1-2 競技種間別の喫憩の実態

競技穂誌の違いによる喫:壊の実態は，表1-2に示したとおりである.X2検定の結果，� 1閑人競

と集団競技において有意表が見られたほ2 (2)ニ� 16.25，pく01). さらに残差分析をすると，

個人競技では期待趨より非喫煙者が多く� (p<.01)，喫煙者が少なかった� (p<.01). -ー方，対人

競技では鶏待依より非喫護者が少なく� (p<.01)，喫護者が多かった (p< .01).よって，個人競

技では非喫;護者が多いが，対人競技においては喫燦者が多いという傾向が示された.

健康や連動と喫煙の関係において有毒ガスの代表である一酸化炭素� (CO)，シアン化水素� 

(HCN) を喫煙によって吸い込むため体内での酸素摂取量の減少を招き，運動に懇髭響1iを与

えることを ると，� 1麗人競技穂闘の学生は身体機能に関して注意を払っているといえる.

霊祭ト2 競技種別による喫煙者数(人)

鏑人競技 集窃競技 対人競技

タパニ3を吸わない� 196 (85.2%) 244 (73.9%) 136 (69.4%) 

タバコを吸う� 34(14.8%) 86 (26.1 %) 60 (30.6%) 

)内は競技種別内の割合 

1-3 競技謹岳部の飲酒の翼態

競技種目的遣いによる飲酒の実態は，表1-3に示したとおりである.対人種践において飲酒

率が高い傾向が示されたものの，� X2検定をした結果，有意差が克られるまでには至らなかっ

た ( X2誌)出� 0.85，n.s).全体的な傾向として，緩縫を問わず，� 17爵を飲むj割合は半数はよ

いる.� 

表� 1-3 競技種別による飲滅裟数{人〉

個人競技 集団競技 対人競技� 

j酉を飲まない 99 (43.8%) 142 (42.1 %) 78 (39.4%) 

滴を飲む 127 (56.2%) 195 (57.9%) 120 (紛 6%)

}内は競技綴別内の議会 

1-4 額技横鴎踏の輯食摂取の実態

表1-4に兎られるように，競技種目と朝食を食べるか食べないかをクロス集計し� X2検定

をした結果，舘人競技と対人競投に有意護が見られた� (X2(3)口� 36.12，p<.01). さらに残差

分析をした結果，偶人競技では期待値より朝食を食べる入が多く� (p<.Ol)，金べないことが

ある人が少なかった� (p<.01). …方，対人競技では期待値より朝食安食べる入が少なく
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(p<.01)，食べないことがある人が多かった� (p <.01).個人競技では朝食を食べる人が多く，

対人競技では朝食を食べないことがある人が多いという傾向が示された.

表1-4 競技種別による朝食を食べない人の数(人)

個人競技 集団競技 対人競技� 

朝食を食べる 139 (60.7%) 139 (41.1%) 66 (33.2%) 

朝食を食べない 9o (39.3%) 199 (58.9%) 133 (66.8%) 

)内は競技種別内の割合 

1-5 競技種目別の夜食摂取の実態

表1-5に見られるように，競技種目と夜食を食べることがあるかをクロス集計し� x2検定

をした結果，個人競技と対人競技において有意差が見られた� (X2 (3) = 30.61，p<.01). さら

に残差分析をしたところ，個人競技では期待値より夜食を食べない人が多く� (p <.01)，夜食

を食べる人が少なかった� (p <.01).一方，対人競技では夜食を食べる人が多く� (p <.01)，夜

食を食べない人が少なかった� (p <.01).つまり，個人競技では夜食を食べない人が多く，対

人競技では夜食を食べる人が多いということが明らかになった.

表1-5 競技種別による夜食を食べる人の数(人)

個人競技 集団競技 対人競技� 

夜食を食べない 149 (65.4%) 165 (48.7%) 78 (39.2%) 

夜食を食べる� 79 (34.6%) 174 (51.3%) 121 (伺 8%)

内は競技種別内の割合

1-6 競技種目別の睡眠の実態

競技種目と睡眠時間とのクロス集計をした(表ト6).その結果，睡眠時間に大きな偏り

は見られず� X2検定においても有意差は見られなかったり2 (8)= 7.46，n.s). 

表1-6 競技種別による睡眠時間の分布(人)

個人競技 集団競技 対人競技� 

6時間未満� 61 (26.6%) 79 (23.3%) 48 (24.1 %) 

6-7時間� 120 (52.4%) 169 (49.9%) 96 (48.2%) 

7-8時間� 40 (17.5%) 70 (20.6%) 39(19.6%) 

8-9時間� 6 (2.6%) 18 (5.3 %) 11 (5.5%) 

9時間以上� 2 (0.9%) 3 (0.9%) 5 (2.5%) 

)内は競技種別内の割合



2005 大学生の大学芸長治への適応、過程に関する綴究� (8)(都筑，西谷，舟筏j¥.烏阜111，早III，iI'1ii撃}� 7 

1-7 まとめ

喫煙に関して懇人競技種目では喫燦が少なく身体費獲に詮意をしている学生が多いことがわ

かったー飲消に隠しては競技別の傾向はなく，半数以上の学生は何らかの形で飲酒を持ってい

る.食生生、j舌の管理において，都筑ら� (2004) と関様の傾向が見られた.特に今闘は朝食と夜

自に夜定すれば，個人種目では朝食会きちんととる く見られる.対人競技では

朝食を食べない横向が見られた.隷総持鱒においては，競技形態との関係は晃られなかった.� 

(八島

2 喫煉・欽酒・食事・睦援が生活意識に2.ilます審響幽

2-1 喫煙，数滋と生活意識
 

2-1-1 喫煙の有無とストレスの関係


喫煙群と非喫:煙群において，ストレスの� 6詩子に議呉が見られるかt検定を行った


1).その結果， r身体的ストレスJ(t(756)口一�  2.02，pく� 05)において有意差が見られ，喫煙群

は非喫煙群よりも身体的ストレスを感じていることがわかった.また，� r 755)対人的孤立J(t(

一1.73，pく.10) において両群の遂に有意傾向が見られた.統計的に有意義が見られなかっ

た項目も含めて，すべてにおいて鴫焼群は非喫媛若手よりもストレスを感じていることが明らか

になった儒

表2-1-1 喫燥の有無とストレスの関係

タバコを吸わない タパコを吸う� t検定� 

N 平均値標準偏差�  N 平均鐙 標準備主張� df t1複

務宅事的不安凶うこ� 576 1.98 2.47 1剖� 2.15 2.64 754 0，75 

身体的ストレス因子� 578 0.87 1.66 180 1.21 2.05 756 2‘02* 

575 1.82 2.31 180 2.04 2.50 753 1.10 

身体的不調因子� 576 2.87 2.65 179 2，98 2，86 753 ~0.49 

対人的孤立因子� 577 1.19 1.89 180 1.52 2.30 755 1.73+ 

?資意減退問+ 570 1.67 2.06 180 1.82 2.18 748 ~0.82 

十� p<lO業 p<.05 

2-1-2 嘆壊の有無とス卜レッサーの関係

現燈群と非喫熔群において，ストレッサーの4因子 られるかt検定を行った� 

1-2) .その結果， r寮生活ストレッサーJ(t(735) …3β8，p<.01)において有意差が見られ，

喫煙若手は非喫嬢群よりも寮袋詰がストレ� γサ…になっていることがわかった.また，� r鯨学ス

トレッサー� I(t(738)山一1.72，p<.lO)において両群の蓋に有意傾向が見ら
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表2-1-2 喫煙の有無とストレッサーの関係

タバコを吸わない タバコを吸う� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値標準偏差� df t値

勉学ストレッサ一因子� 563 15.10 6.29 177 16.04 6.37 738 1.72+ 

能力適性ストレッサ一因子� 565 12.06 5.85 175 12目50 5.72 738 -0.87 

寮生活ストレッサ一因子� 561 6.04 4.22 176 7.15 3.99 735 -3.08** 

対人関係ストレッサ一因子� 567 3.56 2.96 178 3.回� 2.77 743 0.22 

+ p<.lO*糾 p<.Ol 

2-1-3 喫煙の有無と高校時代の部活動との比較の関係

喫煙群と非喫煙群において，高校時代の部活動と現在の部活動との比較において差が見られ

るかt検定を行った(表2-1-3). その結果，� I充実した部活動を送っているJ(t(739) =2.55， 

p<.05)，I自分の部に誇りをもつようになったJ (t(738) = 2.22，p < .05)，Iやる気をもって取

り組めているJ(t (739) = 3.00，p < .0 (tJ自分で考え，工夫して練習するようになったI1)， 

(739) = 2.10，p < .05)，I競技に対する意識が高まったJ (t(738) = 2.99，p <血)の各項目にお

いて有意差が見られ，喫煙群よりも非喫煙群の方が高校時代よりも肯定的な評価をしているこ

とがわかった.また，� I練習に満足しているJ (t(739) = 1.96，p < .10)，I指導体制に満足して

いるJ (t(739) = 1.89，p < .10)，I自分に対して誇りをもつようになったJ (t(738) = 1.74， 

p<.10) では非喫煙群の方が肯定的な評価をしているという有意傾向が見られた.

表2-1-3 喫煙の有無と高校時代との比較の関係

タバコを吸わない タバコを吸う� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値標準偏差� df t値

練習に満足している� 565 2.75 0.98 176 2.59 1.00 739 1.96 + 

充実した部活動を送っている� 565 2.84 0.93 176 2.62 1.00 739 2.55* 

指導体制に満足している� 565 2.53 0.96 176 2.38 0.99 739 1.89 + 

自分の能力を生かしている� 564 2.67 0.88 176 2.56 0.94 738 1.36 

自分の部に誇りをもつようになった� 564 2目88 0.92 176 2.69 1.01 738 2.22* 

やる気をもって取り組めている� 565 3.02 0.85 176 2.77 0.98 739 3.00** 

練習施設・設備に満足している� 565 2.58 1.05 176 2.44 1.06 739 1.50 

自分で考え，工夫して練習するようになった� 565 3.19 0.76 176 3.03 0.95 739 2.10* 

自分に対して誇りをもつようになった� 564 2.73 0.87 176 2.59 0.98 738 1.74+ 

競技に対する意識が高まった� 564 3.09 0.84 176 2.84 1.03 738 2.99** 

+p<.1O*p<.05柿� p<.01 
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2-1-4 喫想。〉有無と将来の競技生活への希望との織様

喫;饗群と非喫煙群において，将来の競技生活への希望に議異が見られるかt検定を狩った

(表2づ-4).その結巣， rもっと成績・記録を伸iましたいJ(t(750) =4.29，p<.OI)，rもっと

レベルの高いところ{全日本やオリンどツク，世界など)を呂指したいJ (t(746) 4.45，p<訓)，出� 

「競技についての知識を深めたいJ (t(749) 2.95，p<.Ol)の各項目において有意還が見られ，口� 

非i喫煙群の方が喫壊群よりも将来の競技生活に対する意識が高いことが明らかになった.

務2-1-4 喫燦の有無と将来の競技生活への務主義の関係

タバコを吸わない タバコを吸う� t検定� 

N 平均銭標準備去を� N 平均緩標準偏差� df t鐙

もヮと成績・記録さと待ばしたい� 574 3.68 0.68 178 3.37 0.91 750 4.29柿

大学卒業後も競技を続けたい� 573 2.70 1.04 178 2.67 1.08 749 28。‘

もっとレベルの高いところ(全日本や� 572 
オリンピック，世界など}を目指したい� 

2.91 1.06 176 2.51 1.06 746 4.45** 

競技で生計会立てたい� 574 2.04 1.09 177 1.96 I∞ 749 94。‘

一生，競技にたずさわってい冬たい� 574 2.72 1.07 178 2“62 Ll2 750 Ll5 

将来，指導者になりたい� 574 2.40 1.08 177 2.42 1.05 749 -0.23 

競技についての知識を深めたい� 573 3.12 0.95 178 2.87 1.02 749 2.95率*

*事 pく� 01 

2-1-5 喫煙の有無と食生活意識

際壊群と非喫;壊群において，食生活意識の差異が見られるかt検定を行った{表2-1-5). そ

の結巣，� r競技に必繋な体力をi向上させるための食生活をしているj仇(756)= 5.52，p<.00， 

f一日三食規則正しく をしているJ伐(756)ニ� 7.25，p<.01) 運動量に滴った食事をして，r
いるJ(t (75目指� 5.99，p<.u1)， rサブリメントを常用しているJ(t (753) = 5.50. p<.01)， 

合に勝つ・記録会伸ばすためには， Elごろからの栄養管還が重要であると患う J(t(755) = 4.75， 

出p<.u1)， r体力の ためには，食生活は議饗であると思う� J(t(756) 3.25，p<.Ol)， r身
出体管理のために嫌いな食べ物でもガマンして食べるJ(t(755) 3.54，p<.01)，r競技前の食生

活の管理は室長饗であると思う� J(t(754) 4.89，p <訓)， rお腰が減るとファ…ストフードやイ

ンスタントラーメンを食べているJ(t(756) -7.27，p<.Ql)， r好きなものや同じものiまかり

偏って食べているJ (t(756) p <.05) 栄養バランスに気をつけて食事をしているJ…2.32， ，r
(t(754)コ� 5.75，pく� 01)の各議自において有意麓が晃られ，喫壇群よりも非喫霊群の1Jが食生

活への意識が高いことが窮らかになった.また，� r自分でカロリー計算などをして食事会とっ

ているJ(d756) = 1.84 ，p <.10)では爵群の差に有意傾向が見られた.
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霊祭2-1-5 喫煙の有無と食生活意識

タバコを吸わない タバコ会吸う� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値様準偏差� df t値

競技に必要な体力を向上させるための食� 
生活をしている� 

578 2.76 0.89 180 2.34 0.89 756 5.52帥

一日ミ三食規則正しく食事をしている� 

i菱重吉遂にj遭った食事をしている� 

サブリメントを常用している� 

578 2.92 

577 2鈴

575 ふう。� 

0.96 

。.88 
1.15 

180 

180 

180 

2.32 

2.46 

2.03 

0.98 

0.81 

0.97 

756 

755 

753 

7.25特� 

5.9吉本*

5.5が*

試合に勝つ・記録を伸ば寸ためには，日� 
ごろからの栄養驚滋がき重要であると患う� 

577 3.44 0.78 180 3.11 0.91 755 4.75桝

自分でカロリ一言十多事などをして食事をと� 
っている� 

578 
1.86 0.94 180 1.71 0.92 75品� 1.84十

体力の向上のためには.� ~~.~._=~ -578 3.51 
あると思う� 

0.74 180 3.29 0.81 756 3.25車率

身体管理のために嫌いな食べ物でもガマ� 
ンして食べる� 

577 2.98 0.98 180 2.67 1.01 755 3.54糾

競技前の食生活の後五裂はE重要であると思う� 577 3.印� 0.76 179 3.13 0.94 754 4.89本本

お腹が減るとツアーストフードやインス� 578 2.22 0.98 180 2.82 。.91 本事756 -7.27
タントラ メンを食べている� 

好きなものや同じものばかり綴って食べ� 578 2.33 0.89 180 2.51 0.91 756 2.32漕

ている� 

栄養バランスiこ気そつけて食事をしている� 577 2.81 0.86 179 2.39 0.85 754 5.75糾

十� p<.lO事 p<.05糾� p<.Ol 

2-1-6 飲酒の有無とストレスの関係

と非飲酒群において，ストレスの6調子 られるかt検定を行った{表2-1-

6). その結果「身体的不調J(t (758) = 2.19 l P < .05) におい られ，非飲酒若手の

方が身体的不舗を感じているという結泉が見られた.しかし，他の調子について

られず， どストレスと 関連は見られなかった.

袋2-1-6 欽j震の;;tf無とストレスの関係� 

i震を飲まない� j闘を飲む

お 平均値 様封書偏差� N 標準偏差� d ti進

精神的不安鶴子� 318 0.73 0.86 443 0.64 0.82 759 1.42 

身体的ストレス因子� 320 0.34 0.61 443 0.32 761 0.6659。‘� 
否定的感情尉子� 318 0.68 0.79 442 0.61 0.80 758 1.17 

身体的不調因子� 319 1.05 0.91 441 。.91 0.88 758 2.19* 

対人的孤立因子� 319 0.47 0.72 443 0.41 0.65 7的� 1.36 

清意減退滋三子� 316 0.62 0.72 440 0.54 0.68 754 1.54 

* p<.05 
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2-1-7 まとめ

運動部の学伎の喫還に関しては，学年が進むほど喫;臨率は上がり，議に関しでも学年が進む

ほどへど…スモーカーが増える.喫煙者は非礎燦者に比べて身体的ストレス・精神的ストレス

を多く感じている.

番号生活において.� r寮を出たいjとか� r*ッと息を抜く場がない」など，警察生活そのものが

ストレッサーになるという割合は喫煙者の方が強く，また.� r 諸学の設業につい挙泣が心配Jr
ていけないJなどの学業に関してのストレツザ…が出てくる割合も多くなる.将来の就職など

自分の進路に関しでも聴捜者の方がストレッサ}になる割合が強い.

三三度のバランスの取れた食事や栄養令開蟻し，サプリメントをとるなど，議ましい生活のリ

ズムをつくる努力については，非畷煙者の方がしっかりと配員撃をする傾向にある.� 

f高校の時の部活動との立較Jにおいては，タバコを吸わない学生ほど現在の部活動

的に捉えていて，意欲をもった生活を送る傾向にある.

飲j闘に寵しては，学年が進むほど� fおj磁を飲むJと答える学生が増える.

以上のように，喫壌をするかしないかということは，体遠の部活動の中で競技ストレスと精

神的ストレスを大きく受けているかどうかということと無関係ではない.しかし，飲酒に関し

ては喫煙のようには顕著な楚は得られなかっ

(早川

宏一2 朝食・夜食と生活意識

朝食‘夜食との関連では，まず「朝食を食べないことがあるjで� fいいえ」を選び，かっ

「夜食令食べる」で「いいえjを選んだ人会摘出した.次に「朝食を食べないことがあるJで� 

fはいjを選んだ人のうち，食べない白が「遡3日以上jと期務し，かっ「夜食令食べる」で� 

r!まい」を選んだ入のうち，食べるのが� f翠� 3日以上jと問答した入を抽出した.� 

2-2-1 朝食夜食の摂曜と規期正しい食生活との鵠係

はじめに.r朝食を毎日食べ，夜食を食べない」入と� f朝食を食べない白，夜食会食べる日

が週� 3日以上Jの人と� f一日三食規取悲しい食生活をしているjへの回答をクロス集計し，� 

f検定をしたところ有意差が見られた� ( X2 (3) =160.50，p<泊) (表 2-2-1)，さらに残差分

析をしたところ.r朝食を毎日企ベ，夜食を食べないjでは期待値より� fやや当てはまるjお

よび「非常に当てはまるJと回答した人� (204名}が多く� (p<.01)，r全然当てはまらないj

および「あまり当てはまらない」と関答した人� (28名)は少なかった� (pく� 01).一方，� r朝食
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を食べない5・夜食を食べる日が選� 38以上jの人は期待値より� fやや当てはまるJおよび

「非常にさきてはまるj と回答した人(19名)が少なく� 全然さきではまらないJおよ(p<.Ol)， r
び� fあまり当てはまらないjと回答した人� (81名)が多かった恰<.01).つまり，輯食を毎

日食べ，夜食を食べない人は規則正しい食生活を送って必り，朝食会食べなかったり夜食を食

べる鎖舟にある人は規則正しい食生活を送っていない傾向にあることが本された.

霊祭2-2-1 朝食夜食の摂取と規則IJ.iEしい食生滋との関係

日三食竣襲1J.iEしい食生活をし 朝食を食べない日・夜食を食べ
ている

朝食を毎日食べ，夜食を食べ
る日が滋38以j二� 

全然潟てはまらない 4 (1.7%) 32 (32.0%) 

あまり当てはまらない 24 (10.3%) 49 (49.0ちも}� 

ややさ当てはまる 77 (332%) 15 (15.0%) 

非常にさ当てはまる 127 (54.7%) 4 (4.0%) 

〉内は内は各語学内における割合

そこで，� r朝食を食べ，夜食を食べないJ人のうち� f一日三食規民せましい食生活をしているj

という質問に対して� fやや当てはまるJあるいは「非常に当てはまるjと問答した入会描出し

て「食生活規挺若手J(204名)と� L，r朝食を食べない日や夜食を食べる目が議3日以上jの人

のうち� f一日正食規則正しい食生活をしているjという質問に対して� f全然当てはまらないj

あるいは「あまりさきてはまらないJと毘饗した人を抽出して� f食生活不規則群J(別名}とし

て，この2群関において学生生活に薬があるか会検討した.� 

2-2-2 朝食夜案。〉摂淑と競技ストレス

食生活が規期工としい人と不規到な入において，競技ストレスの2窓会見るためにt検定を行っ

た{表2-2-2).その結果，経験の程度では「試合や練習の努力・足立系が認められなかったj

口一伐(279) 3.01，p<.01)において有意差が晃られ.r試合に出る持簡がかなり減ったJ(t(277) 

一1.76，p<.10)において有意領期が見られた e つまり，食生活が不規期主主人は他者から

められない経験や試合に出る時間が滅っていると惑じるという経験をする傾向が高いことがわ

かった.一方，感じ方では「親類・義威から期待やプレッシャーを感じたJ (t(276)= 1.98， 

p<.05)において有意識が見られ，食生活が不規射な人は大学の部に直接的に関わらない人た

ちからのプレッシャーをど惑乙ていることが明らかになった.
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表2-2-2 朝食夜食の摂取と競技ストレス

食生活規則群 食生活不規則群� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値標準偏差� d t値

経験の程度

競技における個人目標が達成できなかった� 201 3.07 0.98 80 3目09 0.89 279 -0.10 

自分の記録や競技成績があまり伸び、なかった� 199 2.93 1.01 81 3.10 0.90 278 -1.27 

96。目� 日頃の練習の成果があまりでなかった� 200 2.74 81 2.93 0.96 279 -1.51 

試合に出る時聞がかなり減った� 199 2.26 1.16 80 2.53 1.12 277 -1.76 + 
試合や練習の努力・成果が認められなかった� 200 2.22 1.04 81 2.62 1.01 279 -3.01紳

周囲の人から過度に期待された� 201 2.18 1.01 81 2.17 0.97 280 0.09 

指導者から期待やプレッシャーを感じた� 200 2.06 0.95 81 2.20 1.01 279 -1.12 

親類・親戚から期待やプレッシャーを感じた� 200 2.12 1.01 81 2.27 0.99 279 -1.15 

出身高校の先生から期待やプレッシャーを感じた� 201 1.95 1.00 81 2.10 1.01 2湖一1.12

先輩・後輩，ライバルから期待・プレッ� 201 2.33 1.06 81 2.16 1.11 2渇O 1.23
シャーを感じた� 

一一一一一一一一一一一一一ー-ーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーー-ー一一一一一一一一一一一一一一一ー

感じ方

競技における個人目標が達成できなかった� 199 2.15 1.14 81 2.15 1.07 278 -0.02 

自分の記録や競技成績があまり伸び‘なかった� 197 2.24 1.13 81 2.12 1.05 276 0.82 

日頃の練習の成果があまりでなかった� 198 2.30 1.10 81 2.36 1.10 277 -0.38 

試合に出る時聞がかなり減った� 196 2.66 1.17 80 2.印� 1.16 274 0.41 

試合や練習の努力・成果が認められなかった� 196 2.58 1.17 80 2.59 1.09 274 -0.04 

周囲の人から過度に期待された� 196 2.74 1.13 80 2.75 1.08 274 -0.03 

指導者から期待やプレッシャーを感じた� 197 2.76 1.09 80 2.63 1.07 275 0.91 

親類・親戚から期待やプレッシャーを感じた� 198 2.87 1.09 80 2.59 1.09 276 1.98事

出身高校の先生から期待やプレッシャーを感じた� 199 2.93 1.15 81 2.81 1.09 278 0.81 

先輩・後輩，ライバルから期待・プレッ� 
シャーを感じた� 

197 2.66 1.10 81 2.67 1.04 276 -0.01 

+p<.lO事  p<.05榊� p<.01 

2-2-3 朝食夜食の摂取と高校時代の部活動との比較

食生活が規則正しい人と不規則な人において，高校時代の部活動と現在の部活動との比較に

おける差を検討するためにt検定を行った(表2-2-3).その結果， I練習に満足しているj 

(t (278) = 2.18，p < .05)，I充実した部活動を送っているJ (t(278) = 2.18，p < .05)，I自分の部

に誇りをもつようになったJ(t (278) = 2.34，p < .05)，Iやる気をもって取り組めている」� 

(t(278) = 2.73，p < .01) において有意差が見られ，� I指導体制に満足しているJ(t (278) = 1.67， 

p<.lO). I自分の能力を生かしているJ(t(278)= 1.75，p<.1O)において有意傾向が見られた.

つまり食生活が規則正しい人は，高校時代と現在の部活動を比較して，現在の方を肯定的に捉

えていることが明らかになった.
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表2-2-3 朝食夜食の摂取と高校時代の部活動との比較

食生活規則群 食生活不規則群� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値標準偏差� df t値

練習に満足している� 200 2.92 0.92 80 2.63 1.06 278 2.18* 

充実した部活動を送っている� 200 2.96 o.伺� 80 2.66 1.05 278 2.18* 

指導体制に満足している� 200 2.63 0.95 80 2.41 1.05 278 1.67 + 

自分の能力を生かしている� 200 2.78 0.86 80 2.58 0.87 278 1.75 + 

自分の部に誇りをもつようになった� 200 3.03 0.87 80 2.73 1.01 278 2.34* 

やる気をもって取り組めている� 200 3.14 0.81 80 2.80 0.97 278 2.73** 

練習施設・設備に満足している� 200 2.76 0.98 80 2.56 1.11 278 1.39 

自分で考え，工夫して練習するようになった� 200 3.31 0.71 80 3.15 0.92 278 1.40 

自分に対して誇りをもつようになった� 199 2.78 0.89 80 2.68 0.96 277 0.90 

競技に対する意識が高まった� 199 3.21 0.79 80 3.04 0.95 277 1.52 

+ p<.lO*p<.05紳� p<.01 

2-2-4 朝食夜食の摂取と将来の競技生活への希望

食生活が規則正しい人と不規則な人において，将来の競技生活への希望についての差を検討

す るために�  t検定を行った(表2-2-4).その結果， 14年間で卒業できる見込みである」� 

(t (280) = 2.82，p < .01) において有意差が見られ，� 1企業からのオファーによって決めるつも

りだJ (t(281)= 1.95，p<.1O)において有意傾向が見られた.つまり，食生活が規則正しい人

は，大学やその先における見通しがたっている傾向にあることが示された.

表2-2-4 朝食夜食の摂取と将来の競技生活への希望

食生活規則群 食生活不規則群� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値標準偏差� df t値� 

4年間で卒業できる見込みである� 201 3守25 0.93 81 2卯� 1.01 280 2.82** 

就職についての見通しはたっている� 202 2.28 1.02 81 2.26 1.07 281 0.17 

卒業後は、大学院に進学するつもりだ� 202 1.48 0.81 80 1.33 0.67 280 1.65 

進路の方向は自分で決めるつもりだ� 202 3.48 0.66 81 3.42 0.77 281 0.67 

部のOBや指導者のアドバイスに従って� 

決めるつもりだ
202 1.97 0.89 81 1.84 0.91 281 1.07 

企り業だからのオファーによって決めるつも� 202 2.13 0.97 81 1.88 1.00 281 1.95+ 

親りかだらのアドバイスに従って決めるつも� 202 2.29 0.91 81 2.17 0.95 281 0.99 

+ p<.10柿� p<.01 

2-2-5 朝食夜食の摂取と大学生活の評価

食生活が規則正しい人と不規則な人において� 2年生以上を対象に，過去� 1年間の大学生活の
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について差が見られるかを検討するためにt検定を行った 築業.その結果， r
にきちんと出席できたJ(t(215) =2.34，p<.05)，r自分や寮で十分に勉強したJ(t(215) =2.14， 

p<.05)，r 32，満足できる大学生活を送れたJ(t(215)ニニ� 3，� p<.Ol)， ri禽廷できる部・サークル

を送れたJ (t(215) = 3.54，p < .01)において有意翠が晃られ， r満足できる単柱数を取得

できたJ (t(215) = 1.71，p<.lO)において有意傾向が晃られた.これにより，食生活が嬢邸正

しい人の方が，大学生話全般について肯定的に捉えていることが明らかになった.

表2-2-5 朝食夜食の摂取ど大学生活の評締

食生活規則群 食生活不規則群� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 線機備さを� df t値

授業にきちんと出席できた� 148 2.85 0.94 69 2.54 0.88 215 2.34キ

関務長官・紛望号案をよく利用した� 147 2.11 0.94 69 1.96 0.93 214 1.11 

闘Eおや望号で十分に勉強した� 148 2.01 0.85 69 1.75 0.79 215 2.14本

首十削i滋りに勉強を達成できた� 147 2.10 0.97 68 1.97 0.86 213 0.96 

満足できる単位数を取得できた� 148 2.80 1.16 69 2、52 1.08 215 1.71 + 

満足できる大学生活を送れた� 148 2.76 0.91 69 2.32 0.90 215 3.32紳

満足できる部・什ーク Jレ活動を送れた� 148 3.06 0.92 69 2.58 0.96 215 3.54林

。満足行く人間関係を作れた� 148 3.17 .75 69 2.99 0.88 215 1.58 

+pく� 10 *p<05料� p<.OI 

2-2-6 まとめ

毎日食べ夜食を食べないjという� f食生活護艶群jは，高校蒋ftの鰐活と土色べ，

持ftのまs活動iこ満足し， ~分の競技成議も充実した評鍾を下している.また，就識も含め大学

を4 る見通しもきちんともっている.さら もF 全般的に

したものと提えている.一方で，競技ストレスにおいては， を い日集 を

る日がj援3百以上Jの「食生活不規則群jが，自分たちの成果が認めてもらえない，自分たち

の出番が少なくなったといった経験や親や親類などからのプレッシャ じたことが明らか

になった，

このことから，普設の食生活(特に朝食)が選手たちの大学生活に大切なもので，健康・体

づくりといった面だけでなく，精神面への影響も大きいことが明らかになった.選手生活，大

学~.怖が有意義なものになるか否かは，毎日の規則正しい食事に大いに関連しているというこ

とがわかった.

みどり)
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2-3 睡眠時間

睡眠時間の長さを� S群に分け強立変数として，心理的ストレスおよびストレッサーについて

一元監童の分散分析を行った.種根時間と心理的ストレスの関係 媛燦持聞とストレッサーの

関係については壊設ごとに検討した.

睡眠時間の分布は，� r 6 ~ 7時間J385人� (50.29ら人� r7-8時間J149入(19.4%)と

な腫怒持関をとっている人が69.6%と全体の� 7議i弱を占めるが，� r 6時宿未満jの人も� 188入� 

(24.5%) と隠眠時障が競い人もいた� (002-3-1). 

お0 

400 

350 

300 

皮� 250

数� 
2∞ 
L号。� 

100 

50 

。6時間米満� 6~7 時間 7-8待問� 8-9善寺総 §時間以上

睡眠時間

密2-3イ 隠阪湾問の分布� 

2-3-1 題眠時鰐とストレスの鶴係{項冨割)

睡臨時期の長さの� 5君事会独立変数とし，ストレスの各項目について分散分析を行った結巣，

以下の項自で意差が昆られた(表2-3-1). r悲しい気持ちだjぽ(4，764)= 2.62，p < .05) ， 

f支援の悶転が鈍く，考えがまとまらないj密性，763)= 3.08，p < .05)，r不機嫌で怒りつ沼いJ 

(F(4，764) 3.04，p<.05)，r呼吸が悲しくなるjぽ(4，764)ニ� 3.25，p < .05)，r他人に会うのが

いやで，わずらわしく感じられるJ(F(4，763) =2.76)，r身体がだるいJ(F(4，762)おお忠弘，� p<.01)， 

f胸部が締めつけられる気がするJ(F(4，764) = 4.04)，r動停がするJ(F(4，764)ニ� 2.47，p<.05)， 

日f動作が鈍いj伊(4，762)= 4.15)，r気分が落ち込む，詑むJ(F(4，762) 2.77)，r各みしい気持

ちだjぽ(4，764) 3.22)，r自分の般に閉じこもるJ(F(4，764) = 2.57)，r身体が疲れやすいj出� 



17 2005 大学生の大学生活への適応遇税に関する研究� (8)(都筑，~薄気舟橋，八段戦11 ，早川，潟謬) 

(F(4，763)= 6.19)，1脱力惑があるJ(F(4，764)おお� 4.06)，1イライラするJ(F(4，764) 4.82)，口� 

次に，どの群障で差があったのかを検討するために多議沈較仏SD法)を行ったところ，� 

5%水準で以下の差が見られた.� 

f悲しい気持ちだ」では，� 16 ~ 7時間J17 -8時腿J群と� 16時間米満j若手との濁に惹が

認められた.謹眠時間が短い人は，� J蕊藍な鱒眠時酷をとっている入より，悲しい気持ちである

割合が高かった.� 

f頭の笛転が銭く，考えがまとまらなしりでは多� 16-7雲寺照Jr7 -8時開j群と� 16待関

未満j群との簡に差が認められた.羅眠時鰐が緩い人は，議援な蟻践をとっている人より，頭

の思転が鈍いと感じるということがわかった.

「不機嫌で怒りつ沼いjでは，� r 6 -7時期Jr7 -8持関Jr8 -9時間Jr 9時間以上」群

と� 16時間未満j群との間に差がままめられた.韓騒時期が競いと，不機嫌マ梨、りっぽい傾向jに

なること治宝明らカ斗こなった.

「呼吸が苦しくなる」では，� 16 -7時間J群と� r6時間米満J群との聞に蓑が認められた.

穣眠時間が短いと，呼吸が苦しくなるという韻向が示されたといえる.

[他人に会うのがいやでわずらわしくなる」では 16-7時間Jr 7 -8時間J鮮と� 16時間

未満J群との聞に差が認められた.睡眠時聞が瓶い人は，適度な鵬慨をどとっている人より，他

者との関わりに否定的な感情になる傾向があるといえる.

「身体がだるい」では，� 16 ~ 7時間J17 -8時間j群と� r6時間米満J群との間

められた.睡眠時間が短いと，適度な睡眠をとっている人より身体にだるさを感じていること

がわかった.

「鞠部が締めつけられる気がするjでは，� 16-7待問Jr 7 8時開J群と� r6時酪未満J

群との関に，そして� 16 ~ 7時間J17 -8時期j群と� r9時期以上J群との関に遊が諺めら

れた.睡眠時間が短すぎたり長過ぎたりする人は，連設な鑓艇をとっている人よりも，胸部に

対する締めつけ惑を強く惑とることが示された.

「動俸がするjでは，� r 6 -7持鶏j群と� 16時間未満j群との期 られた.欝眠時

関が短いと，動i季が起こる議会が高くなることが嬰らかになった.� 

f動作が鈍いjでは，� 16 -7碍需Jr7 -8時務j群と� r61!挙態未満j鮮との鰐

られた.謹鼠時湾が短いと，遼更な建設をとるより動作に鈍さを感じることがわかった.� 

f気分が落ち込む，� i主むjでは，� r6-7時間J17 -8時間Jr8 -9時間j群と� r6

満j群との慣に差が誌められた.睡眠時慣が援い人は，適度な睡眠をとっている人よりも，

分が沈みがちになることが示された.
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H表2-3-1 議眠時間とストレスの関係

時世寺島君未満� (1) 6-7持賜� (2) 7-8持燃� (3) 8~9待問 (4) 9時間以上� (5) 分散分析� 

N 平均イ直線請書鋪ll':� N 平均値標準偏差� トJ 王子科1古賀線機綴~ N 'f均値標準偏差 N 平均値練習院偏~ F1i賞 多議比較� 

悲しい気持ちだ� 

~.Ilの回転が鈍く，考えがまと
まらない� 

189 

189 

0，79 

0，94 

0，97 

1.01 

386 

385 

0.63 

0.71 

0.90 

0.85 

149 

149 

48。、� 

0.63 

78。、� 

0.82 

35 

35 

0，54 

0，83 

0，92 

1.07 

10 

10 

0.70 

。関� 
1.25 

1.08 

2，62‘2，3くl 

3，08* 2，3く� l 

不機嫌で怒りっぽい

呼吸が苦しくなる� 

189 

189 

0，82 

53。‘� 

0，93 

0.86 

38品� 

386 

0，66 

0.30 

0，88 

0.66 

149 

14宮� 

0.56 

0，40 

0，87 

0，80 

35 

35 

49。‘� 
0，2事� 

0，82 

0，67 

10 

10 

0，20 

0.50 

0，63 

1.08 

3，04* 2，3，4，5く� 1 

3，25・2く� 1 

他人に会うのがいやでF

らわしく感じられる� 
わず

189 日6。， 3 0.93 385 0.42 0.76 149 0，42 な81 35 0.4事 0.82 10 0.40 0.97 2，76* 2，3< 1 

怒号を感じる� 187 71合， 0，9巷� 総5 0.57 0.87 149 0.56 。語。� 35 0，40 0，65 10 020 0.42 1.83 2，3く� 1 

身体がだるい� 18'事 1.34 1.13 385 1.01 1.00 149 8‘85 0.95 34 1.15 1.10 10 0，90 1.29 5，54材� 2，3く� i 

総務が絞めつけられる気がする� 18'事 52合。 84昔、 認S 0.31 66容。 149 仏30 0.6事 35 0.31 0.80 10 0.80 1.32 4.04" 2，3く1.2ぷ<5 

行動}こ落ち着きがない 189 61。， 0.92 384 0.45 0，79 147 0.49 。陶器2 35 46。、 0.92 10 0.90 1.2脅� 1.75 

生きているのがいやだ� 

動惇がする� 

189 

189 

0.43 

35。‘

0.78 

0，73 

お8 

お6 

0.28 

0，18 

0.67 

な49 

149 

149 

0.33 

0，23 

0，78

。.66 
35 

35 

0.43 

0.23 

0.85 

0，60 

10 

10 

0.70 

0.30 

1.25 

0，95 

1事4 

2.47命� 2く� i 

動作が鈍い� 189 67。守 0.91 385 0，39 0，70 149 0，43 0，82 34 0.44 82。刷 10 0，70 1.25 4.15制� 2，3く� 1 

気分が落ち込む，沈む 189 0，96 1.04 お6 0，70 95。届 148 0.67 1.01 34 59。ゐ 0，99 10 0，70 1.25 2，77* 2，3，4く� l 

さみしい気持ちだ� 189 0，85 1.07 386 0，59 0.88 149 0，52 0，91 35 0，74 1.09 10 0.70 1.25 3，22* 2，3く� l 

自分の殻に閉じこもる� 18事 64。“ 0，93 386 0.42 0，76 149 0.44 83。， 35 0，51 89。， 10 0，70 1.25 2，57* 2，3く� l 

身体が疲れやすい� 189 1.43 1.12 386 1.01 1.01 148 0，97 1.05 35 1.14 1.14 10 0.90 1.29 6.1哲雄市� 2，3く� 1 

脱力感がある� 189 0，96 1.08 386 0 3，邑 0，90 149 0，67 0，9事� 35 0.86 1.12 10 0.80 1.23 4，06榊� 2，3く� l 

イライラする 189 A
H
V
•也仇

汐0 1.06 386 0.62 0.90 149 0，56 0，93 3お� 0，37 0，73 10 0.20 0，63 4，82** 2，3，4，5く� 1 

*pく，05特� p<，Ol 
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fさみしい気持ちだ]では，� f6 ~ 7 f7 ~ 8時摺j群と� f6時間米満J群との関;こ藻

られた.謡接待問が短い入は，適度な騒畿をとっている人よりも，さみしさをど感じがち

ること治まわかった.� 

f自分の設に閉じこもる」では.� f 6-7時間Jf7 ~ 8持筒j群と� f6持隠米満j群との間

られた.睡眠時間が短い人は，適度な睡眠をとっている人よりも，自分の殺に閉じ

こもりがちであることが明らかになった.

「身体が疲れやすいJでは，� f6 -7時間Jf 7 -8時間j群と� f6時間未満」群との聞に差

られたー睡眠待問が短い人は， )議撲な憾眠をとっている人よりも，身体に疲れを感じや

すいことが示唆された.� 

f鋭力!惑があるjでは，� f6-7時掲Jf7 -8時間j群と� f6時間未満j群との関に議が認

められた牟援践持鰐が短い入は.)議凌な鍾践をとっている人よりも，説力感会議じていること

された.� 

fイライラする」では.� f6-7時間Jr7 -8時間Jr8 -9時間Jr 9時間以上J群と� f6

時間米満J群との聞に差が認められた.韓限時間が短い人は，イライラ命感じる割合が高いこ

とが明らかになったといえる.� 

2-3-2 睡眠時閤とストレスの関係(錦子別)

態眠時間の長さによって� 5群を独立変数として，心理的ストレスに関する� 6悶子について一

完艶撃をの分散分析を有った{表2-3-2).その結果鉱下のすべての~子で有意援が鬼られた. 

f精神的不安富子J(F(4，762) 悦F((控J身体的ストレス密予r

花 訟1，4，7'61)=3.8 p<.β01ο)，r身体的不調菌子j担任，761)ニ� 6.68，p < .01)，r対

1)，p < .0，3.54 4，764)悦� エ出芯� 4 

付F((但J感惑樹{情脊爵子j奇定的f

人的孤立諒子J(F (4，763) = 3.08，p < .05)，r情意減退菌子J(F(4，757)出� 3.85，pくー01).

次に，とeの群間で、差があったのかを検討するために多重比較� (LSD法) たところ，� 5% 

水準で以下の差が見られた.

「精神的不安因子Jでは.� r 6-7時間Jr 7 -8時間」群と� r6時間未満j群との聞に差が

られた，つまり，睡眠時開が緩い人は，端麗な睡眠をとっている人よりも，精神的不安を

じていること iJ~明らかになった. 

f身体的ストレス冨子jでは.� r6-7時縄Jf7 -8持照j群と� f6持鶴未満j群との慣に

られた.語源時間が短い入は.)護霊な韓販をとっている人よりも，身体的ストレスを

じていることが現らかになった.

「苔定的感情因子jでは，� r6-7時間Jr7 -8時間Jr8-9時開Jr9時間以上j群と� f6 
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表� 2-3-2 繰燦待問とストレスの関係(茜子別)

6時間五長潟(1) 6-7時間� (2) 7 8時間� (3) 8 -91時間� (4) 9時間以上� (5) 分督責分析� 

N 平均f政標機偏差� N 平均値標準備:A� N lf}むf肉標準偏差� N '1'-均t直線機自面禁� N キ均値標準偏差� F{，政 多議比較� 

務締約不安因子 189 2.60 2.77 386 1.93 2.37 148 1.66 2.34 34 1.76 2.51 10 2.10 3.75 3.54榊� 2，3< 1 

身体約ストレスi恭子� 189 1.41 2.04 386 .7ヲ� 1.59 149 0.93 1.73 35 む83 1.詰3 10 1.60 2.99 4.21料� 2，3< 1 。� 
守
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帥1.58 3.81 2，3人5<1 F
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身体約フド語審富喜子� 189 3.74 2.82 385 2‘64 2.52 148 2.17 2.62 34 3.06 2.93 10 2.60 3.78 6.68帥� 2，3く� 1 

対人約書見守，因子 189 1.72 2.22 385 1.12 1.84 149 1.19 2.11 35 1.43 2.21 10 1.80 3.22 3.08・� 2，3く� 1 

A
V
 

書j;i主義守感情俊子 187 2.3哲� 2.51 385 1.85 2.32 149 l.品? 2.40 35 1.2詰� 1.98 

情1量減潟関子 189 2.22 2同35 382 1.54 1.88 147 1.52 2.06 34 1.76 3.詰5帥2.30 2.10 3.48 2，3ぐ� 3 

*pく� .05** pく� .01 
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時間未満j群との閲に差が誌、められた.勝眠時需が盤いと，否定的感情をもっていることが明

らかになった.� 

f身体的不調悶子」では，� f6~ 7時間J f7 8時間J群と� f6持鵠米満」群との簡に差が

認められた.欝蝶時間が短い人は，適度な鱗阪をとっている人よりも，身体的不調を感じてい

ることカf明らかになった.

「対人的援立悶子」では，� f6~ 7時間J f7~ 8待隠」群と� f6時間未満」群との簡に差が

られた.膝銀持問が鈍い人は，議設な縫眠をとっている人よりも，対人的孤立を感じてい

ることカ吉明らかになった.

「情意減退理子jでは.� f6-7時間J f7-8時間j群と� f6時間未満j群との間

められた.睡眠時鴎が短い人は，適度な欝奴をとっている人より，情意、の、減退を感じているこ

とがわかった.

全体的に見ると，適度な睡眠時間をとっている群は睡眠待問が短い群よりもストレスを感じ

ていないことが示されたといえる.� 

23-3 醗眠締欝とストレッサーの鶴係{項恩別)叩� 

緩棋待問の長さによって� 5群を独た変数として，ストレッサーに罷寸る� 18項目について一

元配置の分散分析を行った(表2-3-3).その結果，以下の項目で有意差が見られた. f自分の

勉強がうまく進まなかったjげは，752)= 2.61，p< 部活内の人間関係がうまくいかなかf)，.05 

出 出ったJ留は，753) 2.86，p<.05)，r寮の中で露眠を十分にとれなかったj仔(4，749) 9β4，� 

p<.Ol)，r 753) p < .05) 部の活動で束縛される時間が増えたJ(F (4， 口� 4.12，� . 

次に，どの群聞で葉があったのかを検討するために多重比較� (LSD法〉を行ったところ，� 5% 

水準で以下の差が見られた.� 

fi3分の勉強がうまく進まなかったjでは.� f7-8時間J r9待問以上J群と� f6持縄米満」

群との海，� f9時間以上」群と� f6-7時間J r られた.漉震な群との関J時間9 ---:8 

路線をとっている人と長時間睡眠をとっている人は，勉強がうまく進まなかった感じることが

少ないことが示された.

「部治的の人関関係がうまくいかなかったjでは.� f6-7時間Jr7-8時掲Jr8-9時

題j若手と� f6時間米満j群との簡に差が怒められた.勝眠時間が短い人たちは，部活内におけ

る人縄関係に不満をもっているといえる.

「寮の中で醸践を十分にとれなかったjでは，� f6-7時間Jf7-8時間Jf8-9時間Jf9 

蒋題以上J群と� r6時間未満j群との問に支部宝認められた.腫践時間が短い人たちは，寮内で
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の繰販に不満をもっているということがいえる.

「部の活動で束蒋される時間が増えたjでは，� r6 ~ 7待問Jr7 ~ 8時間j群と� r6時間未

満j群との額に差が認められた.緑賎時聞が短い人たちは，適度な睡践をとっている人より，

部活による待問的束縛を惑じていることが暁らかになった，� 

2-3-4 睡眠時間とストレッサーの霞孫{調子別)

勝眠時間の長さによる� 5群を独立変数として，ストレッサーに関する� 4由子について一元配

置の分数分析そ行った(表2-3オ).その結果， r寮生活ストレッサー昌子j仔(4，742) 4.26，日� 

p<.Ol)， r対人関係ストレッサー出子J(F(4，749) =3.12，p<.05)において有意差が見られた，

次にどの群聞で援があったのかを検討するために多重比較� (LSD;法}を行ったところ，� 5% 

水準で以下の差が克られた.

トレッサー笹子Jでは，� r6 ~ 7時間Jr7 -8善寺筒j群と� r6時簡米満j群との

潤に差が認められたつまり，際限待問が短い人は，連震な癒阪をとっている人よりも，� 

i舌カfストレッサーとなっていること治宝わかった.

また� f対人詞係ストレッサ…出子jでは，� r6-7時間Jr7 ~ 8時間Jr8 ~ 9時間j群と� 

r6 群との関 られた.睡眠時間が鈍い人は，対人関係がストレッサーと

してはたらいでいることが明らかになった.� 

2-3-5 ま とめ

踏絞時照が6時間未満と騰絞時間が短い人は，� l議綾な躍眠時聞をとっている人より，すべて

の項詩でストレスを感じていることがわかった.題娘時間が競い場合も短い場合もストレスの

原畏となるのは，� r胸部に対する締めつけ!惑を強く感じるjであった‘議眠時間が袈い場合に

のみあらわれるのは� f不機嫌で怒りっぽいJrイライラを感� Cる割合が高くなるjであった.

これらのことから，睡眠時間が長い場合も短い場合もストレスの原因となるため，� 6 時間~8

時間とi援護な露狼蒋聞をとることが望ましいといえる.

睡経時喜男とストレスの需係をE皇子別に見ても同様で，適度な麟践をとっている群は，睡眠時

間の短い群よりもストレスを惑じていないことがわかった.� r話定的接情jについては，緩限

時間が短いことがストレスと関連するといえる.

腫眠時間とストレッサーの関係については，ストレスと罵様に睡眠時間が短いことがストレ

ッサーとなるといえる.ストレッサーとなる項目は� f島分の勉強がうまく進まないJ r部活内

の人間関係がうまくいかないJr寮のなかで十分に器援がとれないJr部の活動で束縛される時
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霊安� 2-3-4 種目民時間とストレスの関係

る時間 §布、� 7 7-鼻 8-号 事草寺襲警
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聞が増えたjである，� 

E息子闘に見ても時様で，� J麗度な隠臨時間をとることにより寮生請や対人関係に対するストレ

ッサーは少なくなるといえる.

睡眠時間が短いと，ストレスやストレッサーの原霞として働くことが明らかであるといえ

る‘適度な睡眠待問をとることは，スポーツの選手として，自己の能力を発揮するためにも健

においても重要な要素で、あるといえる，

(西谷明子) 

3. 部長との関係が部学生の生活に及iます影響

大学の運動部は教育の場であり，部長は教育識として，部の学金の教育上のサボ…トをする

のか望まししミと考えられる.そこで部長が学生との跨に， どの軽度のつながりをもって

いるかを検討した.� 

fきs!受は試合を見に来てくれるJ r普段の謙習を晃 くれるjの2議話� (4件法)の合計

得点� (2-8点)を部長の� f参観jの得点とした.� r 就職の棺該学業の相談に乗ってくれるJr
てくれるJ r'l議み事の相談に乗ってくれるJの3事昌� (4件法)の合計得点� (3 ~12点)

を部長の「相談J の得点とした.参観の得点を抵得点 2~3 点 (35.8%). 4点� (21.1%入

得点 5~8点 (43.1 %)に三分譲した.相談の得点を抵得点 3-5点� (44.9%)，6点(16.69色)，

高得点7 立点� (38.6%)に三分割した.さらに参観得点と相談得点に関して，母得点の評価

をした学生が50%を繕える部を抽出し，また高得点の評価をした学生が50%を越える部を拙

取した.参観得点に関しては，� r 参観高Jが� 9部となった.相談得点参観低」が13部，� r
しては，� r 格設高jが� 7部となった.さらに，参観と孝弘設を� 2軸としてか格競悲」が16部，� r

部(1� 参観高・相談高Jけ合わせた結果，� r参犠f政・相談低Jが10 94名)，� r が3蔀(129名)と

なり，� r参観低・相議高jおよび「参観高� e 想議母jの部はなかった.これらの競技種活関の

分布は� f参観抵・相談低」が僚人鏡技が5 部で，� r部，集問譲技が3部，対人競技が2 参観高・

根談高」が集間競技3部で、あった.� 

3-1 務長との関係から見た高校の部活動との意識比較

「参観低・相談結jの部と「参観潟・棺談高Jの2つの蔀を独変数として，大学と高校の

部活動の比較について差が見られるかt検定を持った(表3-1).その結果， r練警に溝思して

1)，.0<p，4.26世一(317)仕j充実した部活動を送っているr，.01)<p，5.23口一(t(317)Jいる� 

「指導体前に満足しているJ(t(317) -3.90，p<.Ol)，ri3分の能力をやぬかしているJ(t(316)=出� 
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4.96，p < .01)，印i分の部に誇りをもつようになったJ (t(317) = 2.60，p < .01)， I練習施

設・設備に満足しているJ(t(317)口� 3.69，� j自分に対して誇りをもつようになつたI)，β1くp

317 3包t((仇 わ)ヱ2ご一�  

=一1.7 p<‘ 紛〉でi完1，� .10 はま有意領向が昆られた.つまり，練習諮設を除くと，部長が積撞的に関

わっている部では高校時代の部活動よりも脅主主的な評価を現在の部活動に対しでもっているこ

とが明らかになったといえる.

表3-1 部長との関係と高校の部活動との比較

参観低・綴談畿の妻B 参観主語・� t検定� 

N 王子均綴標準偏差� N 王子主台後穣慾偏差� df ti濠

練習に満足している� 191 2.66 1.∞ 128 3.20 0.85 317 -5.23紳

充実した部活動会送っている� 191 2.77 0.97 128 3.20 0.80 317 -4.26榊

指導体制iこ満足している� 191 2.39 96。‘ 128 2.80 0.91 317 -3.90料

自分の能力を主主かしている� 191 2.50 0.89 127 2刷98 0.79 316 -4.96紳

自分の部に誇りをもつようになった� 191 2.83 0.95 128 3.10 0.89 317 -2β0紳

やる気をもって取り組めている� 191 3.01 。.87 128 3.12 0.88 317 -1.12 

練習施設・設機に満足している� 191 2.81 0.95 128 2.37 1.11 317 3.69料

自分で考え，工夫して豪華望号するようになった� 191 3.22 0.74 128 3.14 0.76 317 0.93 

自分に対して誇りをもつようになった� 191 2.58 0.95 128 2合3 0.82 317 -3.53榊

競技に対する意織が高まった� 191 3.05 0.90 128 3.22 0.85 317 -1.71 + 

+pく.10ホホ� pく.01 

3-2 部長との灘保から見た学生の食生活� 

2つの部を独立変数として，金生活饗壊について葉が晃られるかt検定安有った(表3-2).

その結莱，� I競技に張、饗な体力をi向上させるための食生活をしているj句。お)� 3.67，p < .01)， 

f運動量に適った食生活をしているJ (t(323) 3.28，p < .01)，Iサプリメントを常用してい

るJ(t(322) = 7.10，p<.Ol)， r試合に勝つ・紀鵠を伸ばすためには，日頃からの食事の栄養

管理が重要であると思う J(t(323) =-1.98，p<.05)の各項目において有意避が見られ，� r一日

三食規開正しく食事をしているJ(t(323)口…1.80，p < .10)では有意傾向が見られた.いずれ

も部長が積極的に関わっている蔀では適切な童生活饗震がついているといえる.
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表3-2 部長との関係と食生活習慣

参観低・相談低の部 参観高・相談高の部� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値標準偏差� df 値

競技に必要な体力を向上させるための食� 

生活をしている
198 2.55 0.88 127 2.92 0.93 323 -3.67材� 

一日三食規則正しく食事をしている� 198 2.69 1.01 127 2.90 0.99 323 -1.80 + 

運動量に適った食事をしている 198 2目68 0.92 127 3.02 0.90 323 -3.28** 

サプリメントを常用している� 197 1.98 1.02 127 2.83 1.09 322 -7.10柿� 

試合に勝つ・記録を伸ばすためには，日� 

ごろからの栄養管理が重要であると思う
198 3.35 0.87 127 3.53 0.74 323 -1.98* 

自分でカロリ一計算などをして食事をと� 

っている
198 1.67 0.90 127 1.82 0.89 323 -1.45 

体力の向上のためには，食生活は重要でR

あると思う
198 3.53 0.76 127 3.46 0.84 323 0.82 

身体管理のために嫌いな食べ物でもガマ

ンして食べる
198 2.82 1.06 127 2.87 1.03 323 -0.43 

競技前の食生活の管理は重要であると思う� 198 3.47 0.81 126 3.45 0.85 322 0.24 

お腹が減るとファーストフードやインス� 

タントラーメンを食べている
198 2.26 1.02 127 2.46 0.99 323 -1.74 

好きなものや同じものばかり偏って食べ� 

ている
198 2.43 0.97 127 2.39 0.86 323 0.41 

栄養バランスに気をつけて食事をしている� 198 2.77 0.89 126 2.73 0.83 322 0.38 

+ p<.lO*p<.05紳� p<.Ol 

3-3 部長との関係から見た学生のストレス� 

2つの部を独立変数として，心理的ストレスについて差を見るためにt検定を行った(表3-

3) .その結果， r =3.03， r =2.02，精神的不安因子J(t(323) p < .01)， 情意減退因子J(t(321) 

p<.05) において有意差が見られ，� 身体的不調因子J (t( = 66， ，rr 323) 1. p < .10) 対人的孤立

表3-3 部長との関係とストレス

参観低・相談低の部 参観高・相談高の部� t検定� 

N 平均値標準偏差�  N 平均値標準偏差�  df 値

精神的不安因子� 197 2.48 2.76 128 1.65 2.15 323 3目03紳� 

身体的ストレス因子� l弼 1.08 1.90 128 0.88 1.69 324 0.97 

否定的感情因子� 197 2.04 2.47 127 1.72 2.28 322 1.19 

身体的不調因子� 197 3.21 2.92 128 2.71 2.43 323 1.66+ 

対人的孤立因子� 198 1.57 2.32 128 1.10 1.92 324 1.96+ 

情意減退因子� 196 2.04 2.33 127 1.53 1.99 321 2.02* 

+ p<.lO* p<.05料� p<.Ol 
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悶子J(t (324) =1.96，p < .10)では有意傾向が見られた.ほか有意識が出なかった悶子も含め

て，部長が積極的に関わっている部に属している学生はストレスが鮭く，あまり関わっていな

い部に属している学生はストレスが高いということが明らかになった.� 

3-4 部長との関係からみた学生の大学生活的評価� 

2つの部を謹立変数として 大学生活への評価について差を見るためにt検定を行った� 

3-4). その結巣，� r授業にきちんと出席できたJ(t (239)ロ� pく.01)，r3.11，� 閣議努館・患翠獲をとよ

)，p<.05，2.02=(t(239)J自宅や寮で十分に勉強したr，p < .01)，4.06=239)(t(Jく利用した� 

「満足できる部，サークル活動を送れたJ(t(238)ニー2.23，p<.05) において有意義が見られ，

「満足できる大学生活を送れたJ(t(239) = 1.93，p<.lO)では有意傾向が見られた.つまり，

学業に関しては部長があまり関わらない部においても な評価をしている一方で，部活動

や大学生活全般に関する評価では部長が積極的に関わっている部の方が評価が高いということ

が明らかになった.

表3-4 部長との鴻係と大学生活の妻子僑

参観低・相談低の部 参観再認ー穏談E誌の部� t検定� 

N 平均値様態偏差� N 王子均値標準鑓釜� df t値

授業にきちんと出席できた� 150 2.78 0.97 容1 2.37 1.01 239 3.11** 

図舎銭・自習君主をよく利用した� 150 2.25 0.97 91 1.75 0.85 239 4.06特

自宅や寮で十分に勉強した� 150 1.95 0.86 91 1.74 0.65 239 2.02本

計画通りに勉強を達成勺きた� 150 2.05 0.88 90 1.88 0.80 238 1.49 

満足できる単位数を絞得できた� 150 2.59 1.13 91 2.71 1.14 239 -0.85 

満足でき を送れた� 50 2.63 0.95 91 2.87 0.92 239 1.93+ 

満足できる部‘ザークル活動を送れた� 149 2.92 O.号8 91 3.19 0.79 238 2.23掌

満足行く人間関係を作れた� 150 3.01 0.81 91 3.05 0.79 239 0.39 

十� p<.lO象p<ー05榊� p<.OI 

3ιS まと め

部長が積極的に関わっている部ほど，学生が満足して充実した部活動を送り，自分の能力を

生かしていると感じ，誇りをもつようになっていることがわかった.また食生活のま百でも学生

が競技力の向上を話的とした食生、治管理に，横線的に取り組んでいた.部長が積機的に罷わっ

ている部の学生iえ不安，落ち込み，根気の低下などのストレスが抵かった.大学生活につい

ても，授業に出席し，自主的に勉強L 満足できる部活動を持うなど有意義な学生生誌を送っ

ていることカまわかった.
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以上を見ると，部長の部に対する働ゑかけは，体連学生をプラス ていることヵτ

わかる.しかし部全体では，参観の場合，部長が積極的に関与していると考えられるのは全体

の43.1%であり，相談の場合も 38.6%に過ぎない.いずれも半数以下ぐある.これを見ると蔀

授の鰭与はまだ十分とはいえず，部長がより穣極鈴に誌に鑓与し，体連の学生に対して肯定的

ゑかけをする余地はかなり残されている.

(舟橋一部) 

4. 友人との関係が大学生活に汲ぽす膨響

友人関係について質問した� 7項目げあなたの立場や生き方を尊重をしてくれるJ r心の支えに

なってくれるJr 勉強の手助けをしてくれるJr必要なものを貸してくれるJr 試合を見に来て

くれるJ r協み事を罰いてくれるJ r落ち込んだときに勤ましてくれるかの合計点を算出し，

中央値を基準に� 3分製した.ぞれにより，友人環係蚤群，中群，溺群の� 3群に分けられた.こ

れらの� 3群のうち壁群と高群を独立変数として.� r遇去� 1年間の大学生活の評価� (2年生以上

対象)J r 心理的ストレスJrストレッサの各壌羽，および各露子ごと学生生活への期待Jr

を検討した.
 

4-1 友人関係と過去� 1年間の大学生活の評価� 

2~4 年生における過去 1 若手惜の大学生活の評価が，友人関係の地群と高群において差があ

るかどうか検書するためにt検定念行った.表4-1に示したように「授業にきちんと出席でき� 

(t(386) = -2.72，p <.01)，r議宅や望号で寸品分に勉強したJ(t(386)口� 2.11，p <.05)，fj溝

表4 1 j，主人関係と過去� I年隠の大学生活の終鏑四� 

参観低・相談低の部 -相絞i t検定窃の部� 

N 平均値標準偏差� N 平均倣様、準偏差� df t値� 

J受業にきちんと出席できた� 186 2.49 0.93 202 2.76 1.00 386 -2.72料

[議害警館・自習室をよく利用 ~i;ょ 

自宅や寮で十分に勉強した� 

186 

186 

1.99 

1.79 

0.95 

0.78 

201 2.04 

202 1.97 

1.02

。.85 
385 -0.50 

386 -2.11牟

計磁i議りに勉強を達成できた� 185 1.95 0.85 201 2.08 0.95 384 -1.45 

泌総できる単位数を取得できた� 186 2.54 1.07 201 2.62 1.18 385 -0、69

満足できる大学生活を送れた� 186 2.44 0.92 202 2.75 0.95 386 -3.28紳

満足できる部・サーク� 183 2.73 0.9品� 202 3.03 0.97 お3 -3.06料

満足行く人間関係を作れた� 186 2.76 0.83 202 3.2詰� 0.86 386 -6.11 

権� p<.05紳� p<.Ol 
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践できる大学生活を滋れたJ (t(386)之江一� 3.28，p <.01)，円筒できる部・.fj-…クル活動を送れ

たJ(t (383)之江…� 3.06，p < .01)， i満足行く人間関係を作れたJ (t(386) 6.11，p<.01)の各

項目において宥意差が克られ，友人関係高群は紙群よりも肯定的な許{簡をしていることが訴さ

れた.� 

4-2 友人襲孫と学生生活へお爵祷

学生生活への期待に関して，友人民係の低群と高群において差があるかどうかを検討するた

めに� t検定を行った.表4-2に示したように，� i親しい友人と出金うこと� J (t(519)コロ…� 6.24，� 

p<.01)，iよい学業成績を議ることJ(t (519) = -2.14，p < .05)，i部の活動でj首践することj 

(t(520) = -3.97，p < .01)， i専門前知識や高度の技術を溜得すること� J (t(519) =-4.42， 

p<.Ol)， i資絡を取得すること� J (t(518) = -3.50，pく.01)，i豊かな教義をSぎにつけることJ

は(519)出…� 4.25，p < .01)，i素晴らしい異性と出会うことj仇(517) 2.37，p < .05)，i人間

的に成長することJ (t(519)口一� 3.20，p<.OI)， i議出に遊べることJ(t(518) = -2.23，p <.05)， 

分の可能性をいろいろと試すことJ(t(518)ニ� -4.60，p<.Ol)，i授業時間以外の勉強をす

ることJ(t(518) 3.21，p<.OI)，分で自由に過ごせる持聞をもつことj伐得19)= -2.14， 

p<.05)の各項話で有意差が児られ，� i就職試験に合格することJ (r(519) …1.86，p < .10)で

表4-2 友人関係と学生生活への期待

友人関係低君事 友人関係高群� t検定� 

N 平均値様殺傷室長� N 平均値様準儀笈� d t値

親しい友人と出会うこと� 252 2.91 o.曾3 269 3.39 0.82 519 -6.24料

よい学業成績を取ること� 252 2.57 0.92 269 之74 0.95 519 2.14本

部の活動で活躍すること� 253 3.32 0.88 269 3.61 78。傘 520 3.97柿

専門的知議や高度の技術者と湾得すること� 252 2.62 0.92 269 2.98 0.93 519 -4.42特

資格を取得サること� 251 2.37 o.合4 269 2.66 o.告患� 518 -3.50料

豊かな教音楽を身につけること� 252 2.79 0.86 269 3.12 0.90 519 -4.25料

ま左犠試験に合格すること� 252 2.92 0.97 269 3匂08 1.01 519 l.86+ 

繁華警らしい異性と出会うこと� 251 2.78 0.98 268 2錦� l.01 517 2.37本

人倒的に成長すること� 252 3.42 。.79 269 3.63 0.71 519 3.20紳

自由に遊べること� 252 2.63 0.95 268 2.82 o.合5 518 -2.23* 

自分の可能性をいろいろと試すこと� 269 3.44 0.75 251 3.12 0.87 518 -4.60榊

授業時間以外の勉強をすること� 252 2.10 0.87 268 2.37 0.99 518 -3.21糾

El分で闘取に過ごせる雲寺罪号令もつこと 252 2.89 0.92 269 3部� o.卯� 519 2.14* 

+ p<.lOホp<.05榊� p<.01 
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も有意傾向が見られた.つまり，友人関係に関して肯定的な評価をしている人は，学生生活全

般への期待が高いということが明らかになった.� 

4-3 友人関係と心理的ストレス

友人関係の低群と高群において心理的ストレスがあるかどうかを検討するためにt検定を行

った.表4-3に示したように，� I精神的不安因子J (t(515) = 4.05，p < .01)， I身体的ストレス

因子J(t(517) =2.64，p<.01)， I否定的感情因子J(t(514) = 3.41，p < .01)，I身体的不調因子」� 

(t (515) = 3.47，p < .01)，I対人的孤立因子J(t(517) =4.48，p<.Ol)J，I情意減退因子J(t (512) 

= 3.55，p < .01)といずれの因子においても 1%水準で友人関係高群の方が得点が低いことが

わかった.つまり，友人関係に肯定的な評価をしている人は，全体的にストレスが低いという

ことが示された.

表4-3 友人関係と心理的ストレス

友人関係低群 友人関係高群� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値標準偏差� df t値

精神的不安因子� 249 2.63 2.71 268 1.72 2.38 515 4.05** 

身体的ストレス因子� 2田� 1.22 1.92 269 0.81 1.66 517 2.64帥

否定的感情因子� 249 2.36 2.52 267 1.63 2.34 514 3.41** 

身体的不調因子� 249 3.41 2.74 268 2.59 2.66 515 3.47** 

対人的孤立因子� 2田� 1.80 2.31 269 0.99 1.73 517 4.48** 

情意減退因子� 247 2.12 2.19 267 1.46 2.01 512 3.55** 

柿� p<.Ol 

4-4 友人関係とス卜レッサー

友人関係の低群と高群におけるストレッサーの差があるかどうかを検討するためにt検定を

行った.表4-4に示したように，� I勉学ストレッサー因子J(t(51O)= 2.11，p < .05) において

有意差が見られ，� I寮生活ストレッサー因子J (t(508) = 1.87，p < .10) では有意傾向が見られ

表4-4 友人関係とストレッサー

友人関係低群 友人関係高群� t検定� 

N 平均値標準偏差� N 平均値標準偏差� d t値

勉学ストレッサ一因子� 248 16.07 6.∞ 264 14.89 6.70 510 2.11* 

能力適性ストレッサ一因子� 245 12.59 5.64 267 12.35 6.19 510 0.46 

寮生活ストレッサ一因子� 245 6.76 4.39 265 6.03 4.31 回8 1.87 + 
対人関係ストレッサ一因子� 249 3.79 2.97 267 3.55 3.08 514 0.92 

+p<.lO柿 p<.05 
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た.友人関係に肯定的な評価をしていない人は，勉学や寮生活をストレスとして感じやすい傾

向にあることが明らかになった.� 

4-5 まと め

友人関係に恵まれている者ほとさ大学生活に対して肯定的な期待を捻くとともに，授業や勉強

にも積極的に取り組み，満足のいく大学生活を送っていることがわかった.また，友人関係に

恵まれている者は心理的ストレスを感じる程肢が低く，勉学ストレッサ…や寮生活ストレッサ

の経験も少なかった.こうしたことから，体連の学生にとって友人関係は;有意義な学生生活

を送るための基盤であり，ストレスやストレッサ…から身を守る}震となっているといえるであ

ろう.

(高津健司)

まとめ

本論文は，体遣の学技の競技種冨ごとに食生活の意識や行動，飲j謹・賢建，職践の特徴を鳴

らかにし，欽滋・喫;諜，緯騒が競技・部活動に与える彰響を検言きするとともに，部長との需係

が競技・部活動に及ぼす彰響や，友人との関係が大学生活に及ぼす影響を検討することを自的

としていた.対象となった体連の学生778名(輿� 649名，女� 129名) タから，以下� 

のような知見が得られた.

1)競技種目別の分析から，喫煙に関しては，倒人競技種目では喫煙率が(廷し身体管理に

注意をしている学生が多いことが嬰らかになった場飲滋に顎しでは，重量技種話器に務部ごと差異

は認められず，半数以上の学生が荷らかの形で飲滋を在っていた.食生i設の管理においては，

都筑ら� (2004) と問様の傾向が確認され，倒人種院では職金をきちんととる学生が多く晃ら

れ，対人競技では朝食を食べない傾向が見られた. 睡眠時間においては競技形態との関係は

見られなかった.個人種目の場合には，身体管潔が護主要な要素になるので，それだけ喫埋や食

生活に対する意識が高まるのだと考えられる.

2)学年裂の分析から，嘆速に謂しては，学年が進むほど喫煙率は上がり， しても学

年が進むほどへど…スよそーカーが増えることが鳴らかになった.喫理者はタパコを吸わない学

生に比べて身体的ストレス・精神的ストレスを多く感じていた.将来の就職など自分の進路に

関しても，喫煙者の方がストレッサーになる割合が強かった.非喫煙者の方が，三度のバラン

スの取れた食事や栄養を配慮し，サプリメントをとるなど，望ましい生活のリズムをつくる努
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丈jをしっかりと総長撃をする傾向にあった.タバコを吸わない学生の方が，高校蒋1tよりも

の部活動を肯定的に捉えていて，意欲をもった生活を送る傾向にあった.飲酒に器して� 

が進むほど「おj闘を?飲むJと答える えていたが，ぞれ以外の傾向は認められなかっ

た.これのことから，欽酒と比べて嘆壊は，ストレスやストレッサーとの関連が強いことがわ

かった.� 

3 )食生活に関しでは，食生活議員5群(朝食を毎白金ベ，夜食を食べない〉は，高校時1tの

部活と比べ，大学時代の部活動に満足し，自分の競設成績も充実した評舗を下していた.ま

た，就職も 会4年間で卒業する見i換しもきちんともっていた.さらに大学生活におい

ても，全般的 したものと捉えていた.一方で，食生活不規則群(朝食を食べない日・� 

食を食べる日 3日以上)は，競技ストレスに潤して，� s分たちの成果が誌めてもらえな

い，自分たちの出番が少なくなったといった経験や読や親類などからのプレッシャーを感じた

ことが明らかになった.このことから，普段の食生活(特に朝食)が選手たちの大学生活

切なもので，健康・体づくりといった面だけでなく精神蘭への影響も大きいことが明らかにな

った.� 

4 )睡眠時間に関しては，睡眠時慌が銀い何時間未満)人は，適度な睡眠時間をとってい

る人よりもすべての項留でストレスを感じていた.韓寵待問が長い場合も緩い場合もストレス

の原器となるのは，� r絡部に対する締めつけ惑を強く惑とるjであった.語怒号蹟が短い場合

にのみあらわれるのは� f不機嫌で怒りつ昨いJrイライラを感じる くなるjであった，

勝眠時間とストレァサ…の関係については，ストレスと同様に瞬臨時間が短いことがストレツ

サーとなるといえる.ストレッサーとなる磯悶は「自分の勉強がうまく進まないJ r部活内の

人療関係がうまくいかないJ r寮の中で十分に騒騒がとれないJ r部の活動で束縛される時聞が

増えたjであった‘経鼠持罵が震いと，ストレスやストレッサーの療器として働くことが明ら

かであるといえる.騒娘時間が長い場合も綾い場合もストレスの嬢盟となるため，� 6~8 

の適震な睡眠時慨を?とることが望ましいといえる.適度な睡眠時間をとることは，スポーツの

選手として，自己の能力を発揮するためにも健康管理面においてもE重要な要素となるといえ

る.� 

5)部長の関係については，部長が隷習ペ?試合を晃に来てくれる，学業や就職の棺誌に乗っ

てくれるという点に誌話して検討した.その結莱，部長が穣極的に関わっている蔀ほど，

が満足して充実した部活動を送り，自分の能力を生かしていると感じ，誇りをもつようになっ

た，また食生活の閣でも学生が競技力の向上を目的とした食生活管理に，積極的に取り組んで

いた.部長が積極的に関わっている部の学生は，不安，落ち込み，根気の低下などのストレス
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が低かった. ついても， に出席し，自主的に勉強し，満足できる部活動を行う

など有意義な学生生活 ていた.これらのことから，部長の部に対する働きかけは，体連

学生をどプラスの方向に導いていることがわかる.しかし，部長が鎌替や試合を見に来てくれる

のは部全体の 43.1%であり，学業や就職の相談に乗ってくれるのも部会体の 38.6%に過ぎな

い.こうした点から見て，部長の関与はまだ十分とはいえず，部長がより穣犠的に部に関与

し，体連学生に対して肯定的な働きかけ令する余地がかなり残されているといえるで、あろう.

ぶ友人関係に関しては，友人関係に恵まれている者ほど大学生活に対して肯定的な鱗持を

抱くとともに，授業や勉強にも積極的に取り組み，満足のいく大学生活を議っていることがわ

かった.また，友人弱係に恵、まれている者は心理的ストレスを感じる程度が捻く，勉学ストレ

ッサーや寮生活ストレッサーの経験も少なかった.こうしたことから，体遂の学生にとって，

友人関係は部活動における指導者との関係に加えて，有意義な学生生活を送るための基盤とな

っていることがわかった.

以上のことから，食生活・喫'膿・縁践は体連の学伎の健康菅理や運動能力の発揮という函で

議要であり，そして，部長や友人との関係が部活動や大学生活のあり方を根本から支える役割

合果たしているといえるであろう. 

畿の学生に対する支畿の方策については，学舟に設けられたスボ…ツ能力に優れた者の推iイ本

薦入学制度検討委員会が「スポ…ツ推薦入学さ色への学業支援および学資環境整備に寵する

報告J(2002年 12}j9日)を提出し，各学部教授会においても報告された.その報告書では，

体連の学生の学業を支援する体製や寮における学習環境整備のあり方についての改務策が提言

された. 2003年度から諜外活動における[公欠制度jが全学的な制度として開始されたが，そ

の一方で，寮における学器環境整備のあり方については，改善すべき課題として残されてい

る.体連の学生が充実した学生生活を送ることを保障することは重要な教育的な課題の一つで

あり，大学全体として，体連の学生に対するサポート体制を実現できるところから具体的に整

えていくことが強く求められているといえる.
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